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	首都圏を中心としたレジリエンス総合力向上プロジェクト
	令和元年度　成果報告会
	～データ利活用力向上のため「励むべきこと」は何か～
	日時：令和2年2月28日（金）13:30～16:00
	場所：東京大学伊藤国際学術研究センター　伊藤謝恩ホール（地下2階）

	あいさつ
	生川　浩史（文部科学省研究開発局　局長）


